
■インプット画面

■アウトプット例

MAデッキ合成スラブの構造計算書 (MA75-1.2タイプ)

■前提
①構造設計は、(財)日本建築センター編「デッキプレート版技術基準解説及び設計・計算例」、および(社)日本鉄鋼連盟編「デッキプレート床構造設計・施工規準-2018」による。
②同規準に従い、合成スラブ床は単純支持条件で計算する。
③デッキプレート施工時単純支持がNGの場合は、連続支持条件とする。

■工事名称および用途
ＭＡデッキ合成スラブ計算例 (用途: MA75－2時間耐火)

■設計条件
①スパン 最大スパン (L) = 3.400 m

デッキ幅方向のスラブ⾧さ (Lx) = 7.000 m
デッキ⾧手方向のスラブ⾧さ (Ly) = 6.800 m

②デッキプレート 種類 : MA75-1.2
板厚 (t) = 1.2 mm
デッキプレートの全せい (H) = 75 mm
デッキ基準強度 (F) = 235 N/mm2

デッキ自重 (Ｗsd) = 14.10 kg/m2

断面2次モーメント (sI) = 167.80 ×104mm4

断面係数 (sZ) = 44.16 ×103mm3

鋼材のヤング係数 (Es) = 2.05 ×105N/mm2

③合成スラブ コンクリート基準強度 (Fc） = 21 N/mm2 普通コンクリート
鉄筋コンの単位体積重量 (γ） = 24 (KN/m3)
山上コンクリート厚さ (S） = 80 mm
床スラブ自重 (Ws) = 2,954 N/m2 (デッキ自重+鉄筋コン自重）
増打ちコンクリート厚さ (S0) = 20 mm (同時コンクリート打設）
増打ちコンクリート自重 (Ｗcs） = 480 N/m2 (=S0*γ(N/㎡))
断面2次モーメント (cIn） = 18,181 ×104mm4

コンクリート用断面係数 (cZc） = 3,218 ×103mm3

デッキ用断面係数 (cZt） = 123.0 ×103mm3

負曲げ断面係数 (cZe） = 3,854 ×103mm3

たわみ増大係数 (k) = 1.5
ヤング係数比 (n) = 15

④溶接金網または鉄筋 断面積 (ar) = 282.70 mm2/m φ6-100X100
⑤梁との接合形式 頭付きスタッド : φ19:L-110

・径 (d) = 19 mm L-110
・間隔 (Ds) = 300 mm

標準せん断力係数 (kq) = 1.00
⑥床耐火時間 : 2 床2時間

■設計荷重の算出
①天井仕上げ荷重 Wce = 1,000 N/m2

②(天井仕上げ+増しコン) 荷重 Ｗ0 = 1,480 N/m2 (=Ｗce+Ｗcs）
③固定荷重 Ｗdl = 4,434 N/m2 (=Ｗs+Ｗ0）
④施工時荷重 Ｗc = 1,470 N/m2

⑤積載荷重 Ｗll = 5,000 N/m2

⑥地震時荷重 Ｗq = 3,000 N/m2

■応力・たわみ検定
Ⅰ) デッキ施工時の検定 (短期) wW = 4,904 N/m2 (=Ｗs+Wcs+Ｗc）

・応力検定 σy=1/8・wＷ・L2/sZ = 160 N/mm2 ≦ F = 235 N/mm2 OK
・たわみ検定 (連続支持) csδy=1/145・wＷ・L4/(Es・sI） = 13.14 mm ≦ L*103/180 = 18.9 mm　and　20mm OK

Ⅱ) 設計時の検定 (⾧期） LW = 9,434 N/m2 (=Ｗdl+Ｗll)
・応力検定 (デッキプレート) sσy=1/8・LＷ・L2/cZt = 110.8 N/mm2 ≦ F/1.5 = 157 N/mm2 OK
・応力検定 (コンクリート) cσy=1/8・LＷ・L2/cZc = 4.24 N/mm2 ≦ Fc/3 = 7.00 N/mm2 OK

DW = 6,000 N/m2 (=Ｗce+Ｗll）
・たわみ検定 δy=k*n*5/384・DＷ・L4/(Es・cIn） = 6.30 mm ≦ L*103/250 = 13.6 mm OK

Ⅲ) ひび割れ拡大防止の検定 cW = 6,000 N/m2 (=Ｗce+Ｗll）
・応力検定 σc=1/12・cＷ・L2/cZe = 1.50 N/mm2 ≦ 0.62√Fc = 2.84 N/mm2 OK
・鉄筋量検定 pt=ar/(S+S0)/10 = 0.28 % ≧　 0.20 ％ OK
・梁上鉄筋量検定 [推奨] pt=(ar+aD10*200)/(S+H+S0)/10 = 0.37 % ≧　 0.20 ％ OK

Ⅳ) 梁との接合強度検定 (短期) qW = 7,434 KN/m2 (=Ｗdl+Ｗq）
・頭付きスタッドの場合

断面積 (sca） = 283.53 mm2

コンクリートヤング係数 (Ec) = 0.229 ×105N/mm2 (=21000・(γ/23)1.5・√(Fc/20))
√(Fc・Ec) = 694 N/mm2 (500≦√(Fc・Ec)≦900)

・頭付きスタッドの耐力 qs = 98,389 N (=0.5・scａ√(Fc・Ec))
・間隔検定 ds=qs/S/(Fc/10) = 586 mm ≧ Ds = 300 mm OK

■無被覆耐火構造認定の検定 (2時間耐火) fW = 6,480 N/m2 (=Ｗ0+Ｗll）

・耐火認定荷重検定 fWa=132,000/L2-2,990 fＷa = 8,429 N/m2 ≧ fＷ = 6,480 N/m2 OK
・デッキスパン検定 La = 3,400 mm ≧ L = 3,400 mm OK
・山上コンクリート厚さ検定 Sa = 80 mm ≦ S = 80 mm OK
・判定: FP120FL-0236を適用。
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